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衣服の着心地に関する研究（第 1報）
―大学生の衣服の着心地に対する認識について―
穴澤かおり
１
，甲斐今日子
２
A study on comfort of clothing
Part 1 : Survey on recognition of university students on the comfort of
clothing.
Kaori ANAZAWA, Kyoko KAI
要 旨
本研究では，衣服の着心地を総合的に捉える意義を明確に示すことを研究の目的とし，これまでのさま
ざまな研究分野による衣服の快適性を総合して，着心地を「物理的快適性」，「感覚的快適性」，「社会的・
心理的快適性」の 3つの快適性に分類し，さらに着心地の要因として20項目を設定して分析を行った。第
1報では，大学生の衣服の着心地に対する認識について報告する。
調査結果より，大学生が衣服の着心地として重要であると考える項目は「物理的快適性」が最も高く，
次いで「感覚的快適性」，「社会的・心理的快適性」であり，衣服の着心地の認識には偏りがあることが明
らかとなった。また，衣服への興味・関心の有無により顕著な差が認められ，衣服への興味・関心度が高
い方が着心地への理解が深いことが示唆された。さらに，「購入時に重視する項目」と「着心地に対する
認識の項目」の間には差が認められた。特に，「感覚的快適性」は着心地としての評価は高いにも関わら
ず購入時の重視度は低い評価であり，大学生は着心地を総合的に捉えていないことが示唆された。
1 ．はじめに
人は，なぜ服を着るようになったのか。着装の
起源については諸説あるが，いずれにしても衣服
は何らかの着装の目的をもって発生したものであ
る。そして，その目的は人としての快適性の追求
であり，「人を快適にする」ことが衣服の役割で
あると言える。
では，衣服の快適性とはどのようなものであろ
うか。人は，それぞれの感性や社会的立場から快
適性を求め，バランスを保ちながら服の選択を行
う。しかし，物理的な側面よりも社会的・心理的
快適性を優先した場合にそのバランスが崩れ，本
来，人間の身体を守るべき衣服が，身体の安全や
健康に害を及ぼすことになる。西洋で流行したコ
ルセットによる内臓障害や，中国の纏足による歩
行障害が代表的な例である。このような衣服によ
る身体への害は，社会や文化の発展により形を変
えながら今日まで続いている。
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さらに，近年はファストファッションの普及に
より，安く手軽に衣服を購入できるようになり，
少し着心地が悪いと感じながらも，流行の服を低
価格で購入して短期間着用する若者が増えてお
り，真に「快適で着心地のよい衣服」とはどのよ
うなものであるのかが問い直されている。
これまでにも，衣服の快適性については多くの
研究が行われてきた。しかしながら，衣服の着心
地を総合的に捉えて論じた研究報告は少ない。
そこで本研究では，これまでのさまざまな研究
分野による快適性を総合して，着心地を「物理的
快適性」，「感覚的快適性」，「社会的・心理的快適
性」の 3つに分類し，それぞれの快適性について
具体的な項目の設定を行った。これらの項目を用
いて衣服の着心地を快適性のバランスとして捉
え，衣服の着心地の認識と，衣服の購入に重視す
る着心地との関係について分析することを目的と
して調査を行った。比較的衣服への制約が少な
く，自分で衣服を購入（選択）できる大学生を対
象とした
1)
。
2 ．大学生の衣服の着心地に関する調査
⑴方法
佐賀大学の学生（学部学生と大学院生）を対象
とし，無記名自記式調査を実施した。ただし，学
部 1年生は高校生まで制服を着用しており，自分
で衣服を選択した経験が少ないと考えられるため
対象から除外した。調査期間は，平成28年 5月〜
6月である。調査票は，各教室で配布，記入後，
直ちに回収とした。回収率は97.1％である。な
お，今回の分析では，「衣服の購入時に重視する
項目」と「着心地に対する認識」の項目の回答に
不備のないもの270を有効票とし，分析を行うこ
ととした。
集計および統計的解析には Excelを用い，クロ
ス集計の有意差検定にはｔ検定およびχ2検定を
行った。
1 ）調査内容の設定
調査内容は，対象者の基本属性のほか，衣服へ
の興味・関心，日常の衣生活について，衣服の購
入時に重視すること，着心地に対する認識とし
た。
なお，衣服の購入時に重視することと着心地に
対する認識については，比較検討を行うために
「着心地に関する項目」として同一項目を設定し
た。
2 ）調査項目の設定
｢着心地に関する項目」については，衣服の快
適性を「物理的快適性」，「感覚的快適性」，「社会
的・心理的快適性」の 3つの快適性に分類した甲
斐
2)
の考え方を基本とした上で，先行研究
3)4)
を参
考にして20項目を設定した。
表 1に示すように，「物理的快適性」として，
「季節の気候に適合しているか」，「サイズが身体
に適合しているか」，「形が身体に適合している
か」，「動きやすいか」，「清潔感が保てるか」，「洗
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No.
快
適
性
項目
1
物
理
的
快
適
性
季節の気候に適合しているかどうか
2 サイズが身体に適合しているかどうか
3 形が身体に適合しているかどうか
4 動きやすいかどうか
5 清潔感が保てるかどうか
6 洗濯しやすいかどうか
7 保管がしやすいかどうか
8
感
覚
的
快
適
性
肌触りがよいかどうか
9 見た目の質感がよいかどうか
10 重量感はちょうどよいかどうか
11 滑りがよいかどうか
12 生地の厚さがちょうどよいかどうか
13 色やデザインはよいかどうか
14 社
会
的
・
心
理
的
快
適
性
流行のものであるかどうか
15 着用場面(TPO)にふさわしいかどうか
16 ブランドものかどうか
17 価格が高いかどうか
18 人に好感をもたれるかどうか
19 個性を表現できるかどうか
20 自分に似合うかどうか
表 1 着心地に関する快適性の20項目
濯しやすいか」，「保管がしやすいか」の 7項目，
「感覚的快適性」として，「肌触りがよいか」，「見
た目の質感がよいか」，「重量感はちょうどよい
か」，「滑りがよいか」，「生地の厚さがちょうどよ
いか」，「色やデザインはよいか」の 6項目，「社
会的・心理的快適性」として，「流行の物である
か」，「着用場面（TPO）にふさわしいか」，「ブ
ランドものか」，「価格が高いか」，「人に好感をも
たれるか」，「個性を表現できるか」，「自分に似合
うか」の 7項目とした。
⑵結果
1）衣服への興味・関心と衣生活の現状
①基本属性
調査対象者は，年齢は，18〜27歳で平均年齢は
19.9歳，性別は，男性44.6％，女性55.4％であ
る。また，「住居形態」は，実家暮らし37.8％，
一人暮らし62.2％であり， 6 割以上が一人暮らし
である。
②衣服への興味・関心について
大学生の衣生活への興味・関心と衣生活の現状
を明らかにするために，「衣服への興味関心があ
る」，「ファッション雑誌やカタログなどをよく見
る」，「衣服の表示を見て購入する」，「衣服を購入
する前に試着をする」，「衣服の洗濯は自分で行
う」，の 5項目について質問した。それぞれの項
目は，「非常に当てはまる」，「当てはまる」，「ど
ちらでもない」，「当てはまらない」，「全く当ては
まらない」の 5段階で回答を得た。
表 2に示すとおり，「衣服への興味・関心があ
る」では，23.3％が「非常に当てはまる」，
45.9％が「当てはまる」と回答し，全体の69.2％
が衣服に興味・関心があることが明らかとなっ
た。また，「ファッション雑誌やカタログなどを
よく見る」では，12.6％が「非常に当てはまる」，
20.0％が「当てはまる」と回答し，全体の32.6％
が雑誌などを見ている。さらに，「衣服の表示を
見て購入する」については，10.0％が「非常に当
てはまる」19.6％が「当てはまる」と回答し，全
体の29.6％が購入前に表示を見ているが，約 7割
の学生は表示を見ずに衣服を購入していることが
明らかとなった。「衣服を購入する前に試着をす
る」については，26.7％が「非常に当てはまる」，
42.6％が「当てはまる」と回答し，全体の69.3％
が購入前に試着をしている。さらに，「衣服の洗
濯は自分で行う」については，49.3％が「非常に
当てはまる」，21.9％が「当てはまる」と回答し，
全体の71.2％は自分で洗濯を行い，衣服の管理を
していることが明らかとなった。
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表 2 衣服への興味・関心と衣生活に関する項目（N=270）
非常に
当て
はまる
当て
はまる
どちら
とも
いえない
当て
はま
らない
全く
当てはま
らない
衣服への興味・関心がある
63
(23.3)
124
(45.9)
47
(17.4)
25
(9.3)
11
(4.1)
ファッション雑誌やカタログな
どをよく見る
34
(12.6)
54
(20.0)
53
(19.6)
66
(24.4)
63
(23.3)
衣服の表示を見て購入する
27
(10.0)
53
(19.6)
61
(22.6)
76
(28.1)
53
(19.6)
衣服を購入する前に試着をする
72
(26.7)
115
(42.6)
50
(18.5)
30
(11.1)
3
(1.1)
衣服の洗濯は自分で行う
133
(49.3)
59
(21.9)
22
(8.1)
32
(11.9)
24
(8.9)
※ 数字は人数，（ ）は％
③大学生の衣生活の現状について
衣服の購入場所（店舗）については，表 3に示
すとおり，「ファストファッション」42.0％，
「ショッピングモール」32.3％，「デパート」
6.3％，「アウトレット」10.4％，「インターネッ
ト」3.7％という回答が得られ，「ファストファッ
ション」と「ショッピングモール」を合わせると
7割以上であり，佐賀という地域性も影響して，
近くの大型店で衣服を購入している学生が多いこ
とが明らかとなった。「その他」5.2％の中には，
「古着屋」という回答もあった。
次に，夏と冬のそれぞれの季節において好む衣
服材料について回答を得た。表 4に示すとおり，
夏に好む衣服材料では，綿や麻などの「天然繊
維」23.5％，レーヨンやポリエステルなどの「化
学繊維」10.5％，「天然繊維と化学繊維との混紡」
7.5％であった。冬に好む衣服材料では，綿や毛
などの「天然繊維」19.0％，レーヨンやアクリル
等の「化学繊維」4.9％，「天然繊維と化学繊維と
の混紡」10.1％であった。季節によって好む衣服
材料をその理由から比較すると，夏は汗をよくか
くため繊維に吸湿性や吸水性を求め，綿や麻など
の「天然繊維」を好むといった回答が多く，「化
学繊維」には通気性による涼しさを評価する回答
があった。一方，冬に好んで着用する衣服材料
は，綿や毛などの「天然繊維」には保温性があり
暖かさを求める回答が多く，冬の衣服材料は，
「重ね着をするので繊維を気にしない」などの回
答があり，繊維の性能を考慮する者は夏よりも少
ない傾向であった。
しかし，大学生の 6 割前後が夏と冬のいずれも
「全くこだわっていない」と回答しており，その
理由には，「繊維についての知識がないから」や
「表示を見ないので知らない」などの意見が多く
あった。
衣料用洗剤の購入において重視する項目につい
ては，表 5に示すように，「価格」，「汚れ落ち」，
「香り」，「広告」，「宣伝ラベル」，「素材に適して
いるか」，「有害でないなどの安全性」，「こだわら
ない」の 9項目を設け，複数回答により回答を得
た。洗剤で最も重視する項目は，「香り」57.0％，
次いで「価格」35.9％，「汚れ落ち」33％の順で
あった。一方，「素材に適しているか」は12.2％，
「有害でないなどの安全性」は7.8％とそれよりも
低くなった。
2 ）衣服購入時に重視する項目について
着心地の項目として設定した20項目（表 1）を
用いて，「衣服を購入するときに重視（留意）す
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人数（％）
ファストファッション 113（42.0）
ショッピングモール 87（32.3）
デパート 17（ 6.3）
アウトレット 28（10.4）
インターネット 10（ 3.7）
その他 14（ 5.2）
表 3 衣服を最もよく購入するところ（N=269）
表 4 季節と好む衣服繊維（N=268)
天然
繊維
化学
繊維 混紡
こだわって
いない
夏に好んで着
用する繊維
63
(23.5)
28
(10.5)
20
(7.5)
157
(58.6)
冬に好んで着
用する繊維
51
(19.0)
13
(4.9)
27
(10.1)
177
(66.0)
※ 数字は人数，（ ）は％
人数（％）
価格 97（35.9）
汚れ落ち 89（33.0）
香り 154（57.0）
広告 29（10.7）
宣伝ラベル 6（ 2.2）
素材に適しているか 33（12.2）
有害でないか 21（ 7.8）
こだわらない 38（14.1）
その他 19（ 7.0）
表 5 洗剤を購入するときに重視する項目
（複数回答）N=269
ること」について，それぞれ「留意する」，「やや
留意する」，「どちらでもない」，「やや留意しな
い」，「留意しない」の 5段階で回答を得た。結果
を図 1に示す。「留意する」と「やや留意する」
を合わせて各項目を比較すると，最も高い項目か
ら順に，「サイズが身体に適合している」97.4％，
「色やデザインはよい」97.0％，「季節の気候に適
合している」93.7％，「自分に似合うか」93.0％
であった。一方，衣服購入時にあまり重視されな
い項目は，「ブランドもの」24.4％，「滑りがよ
い」32.6％，「保管がしやすい」37.8％，「洗濯し
やすい」45.6％であった。
さらに， 5段階を「留意する」 5点，「やや留
意する」 4点，「どちらでもない」 3点，「やや留
意しない」 2点，「留意しない」 1点と点数化し，
平均値を表 6に示した。
全体では，最も高い項目は「サイズが身体に適
合している」4.7点，「色やデザインはよい」4.7
点の 2項目であり，最も低い項目は「ブランドも
の」2.4点であった。最も高い項目と最も低い項
目間には，約 2倍の点数差が認められた。
男女による比較では，「色やデザインはよい」，
「流行のものである」，「着用場面（TPO）にふさ
わしい」，「自分に似合う」の 4項目で，いずれも
女性の方が高く，有意な差が認められた。
衣服への興味・関心の有無による比較では，12
項目で有意な差が認められた。差のある項目はす
べて，衣服に興味・関心が有る群が高く，「物理
的快適性」で 2項目，「感覚的快適性」で 3項目，
「社会的・心理的快適性」では 4項目であり，特
に，「社会的・心理的快適性」への影響が大であ
ることが明らかとなった。
以上より，衣服の購入においては，男女差より
も「衣服への興味・関心の有無」による差が大き
く，衣服への興味・関心の有無が衣服購入時の観
点に大きく影響していることが示唆された。
3 ）衣服の着心地に対する認識について
同様に，着心地のよい衣服とはどのようなもの
であるかについて20項目（表 1）に対し，「重要
である」，「やや重要である」，「どちらともいえな
い」，「あまり重要ではない」，「重要ではない」の
5段階で回答を得た。結果を図 2に示す。「重要
である」と「やや重要である」を合わせ，それぞ
れの項目により比較すると，最も高いものから順
に，「季節の気候に適合している」98.6％，「サイ
ズが身体に適合している」97.8％，「形が身体に
適合している」97.0％，「動きやすい」94.0％，
「肌触りがよい」91.1％であった。しかし，衣服
の着心地に重要であるとの回答が低い項目は，
「ブランドものである」15.5％，「流行のものであ
る」26.0％，「価格が高い」29.6％の順であった。
次に， 5段階を「重要である」 5点，「やや重要
である」4点，「どちらともいえない」3点，「あ
まり重要ではない」2点，「重要ではない」1点と
点数化し，各項目の全体，男女による比較，住居
形態による比較，衣服への興味・関心の有無によ
る平均値を表7に示した。全体の平均値では，
「物理的快適性」の項目は4点以上が多く，「感覚
的快適性」の項目は4点付近，「社会的・心理的
快適性」の項目は4点以下が多く，大学生の着心
地の認識は3つの快適性に偏りがあり，大学生は
「物理的快適性」が最も重要で，次いで「感覚的
快適性」，「社会的・心理的快適性」の着心地への
影響はそれよりも小さいと捉えていることが明ら
かとなった。また，「物理的快適性」の項目の中
でも，「洗濯がしやすい」，「保管がしやすい」な
どの衣服の手入れに関する項目は低く，「購入時
の重視する項目」と同様の傾向が見られた。
男女間では 7項目で有意な差が認められ，全て
女性が高くなった。これらを 3つの快適性に分け
ると「物理的快適性」で 3項目，「感覚的快適性」
で 2項目，「社会的・心理的快適性」で 2項目の
差があり，「物理的快適性」の項目の差が大き
かった。また，「清潔感が保てる」，「洗濯しやす
い」，「保管がしやすい」の手入れの項目で女性の
方が高くなっており，女性は清潔感に対する意識
が強く，清潔であることが着心地に影響するとよ
り強く考えている。また，「感覚的快適性」の項
目では，「重量感はちょうどよい」，「生地の厚さ
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がちょうどよい」の項目で有意差が認められた
が，これは，女性の服は男性に比べて，スカート
やズボン，シャツやブラウスなど衣服の種類が多
く，重量感や生地の厚さが，いわゆる物理的な快
適性やシルエットへ影響することを経験的に知っ
ていることによると考えられる。
次に，衣服への興味・関心の有無で比較する
と，14項目で有意な差があり，差のあるすべての
項目で衣服への「興味・関心がある」方が高く
なった。 3つの快適性ごとに見ていくと，「物理
的快適性」では 4項目で差があり，手入れの項目
の中の保管が最も大きかった。「感覚的快適性」
の中では 3項目で差があり，「社会的・心理的快
適性」では 7項目全てで有意な差が見られ，「社
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※ 数字は％
図 1 衣服購入時に重視する項目
会的・心理的快適性」で差が大きく，衣服への
「興味・関心の有無」が着心地の認識の中の「社
会的・心理的快適性」に影響を及ぼしていること
が明らかとなった。
｢着心地に対する認識」においては「性別」や
「住居形態」などの属性よりも「衣服への興味・
関心の有無」による差が大きく，これは，「衣服
購入時に重視する項目」と同様の結果である。さ
らに，「衣服への興味・関心の有無」による比較
では14項目もの差があり，「性別」による比較の
2倍の差があった。ここでも衣服の着心地の観点
には「衣服に興味・関心がある」かが大きく関
わっていることが示唆された。
さらに，あなたが思う「着心地のよい衣服」と
はどのようなものかという質問について自由記述
での回答を得た。236人が回答しており，記述率
は87.4％であった。これまでの 3つの快適性の分
類に則して「物理的快適性」の項目に関するこ
と，「感覚的快適性」の項目に関すること，「社会
的・心理的快適性」の項目に関することに分類
し，分析を行った。 3つの快適性の分類について
は，「物理的快適性」の項目に関する記述が91件
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全体
(N=
270)
男女 住居形態 興味・関心の有無
男性
(n=120)
女性
(n=149)
一人
(n=102)
実家
(n=168)
有
(n=186)
無
(n=84)
物
理
的
快
適
性
季節の気候に適合している 4.4 4.3 4.4 4.3 4.4 4.5 4.3 ＊
サイズが身体に適合している 4.7 4.7 4.6 4.7 4.6 4.7 4.7
形が身体に適合している 4.4 4.4 4.4 4.4 4.4 4.5 4.3 ＊
動きやすい 4.0 4.1 4.0 4.1 4.0 4.0 4.2
清潔感が保てる 3.9 3.9 4.0 3.9 4.0 4.0 3.8
洗濯しやすい 3.2 3.1 3.3 3.1 3.3 3.3 3.2
保管がしやすい 3.0 3.0 3.1 3.0 3.1 3.1 3.0
感
覚
的
快
適
性
肌触りがよい 3.9 3.9 3.9 3.9 3.9 4.0 3.8
見た目の質感がよい 3.9 3.8 4.0 3.8 4.0 4.1 3.6 ＊＊
重量感はちょうどよい 3.3 3.2 3.4 3.2 3.4 3.5 3.0 ＊＊
滑りがよい 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 3.1 2.8
生地の厚さがちょうどよい 3.8 3.7 3.8 3.7 3.8 3.9 3.6 ＊
色やデザインはよい 4.7 4.6 4.8 ＊＊ 4.6 4.8 ＊＊ 4.7 4.8
社
会
的
・
心
理
的
快
適
性
流行のものである 3.0 2.8 3.2 ＊ 2.8 3.2 ＊ 2.8 3.2 ＊
着用場面(TPO)にふさわしい 3.9 3.6 4.1 ＊＊ 3.6 4.1 ＊＊ 4.0 3.9
ブランドもの 2.4 2.5 2.3 2.5 2.3 2.2 2.6 ＊＊
価格が高い 3.7 3.8 3.6 3.8 3.6 3.8 3.7
人に好感をもたれる 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.3 3.7 ＊＊
個性を表現できる 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 3.1 3.5 ＊＊
自分に似合う 4.5 4.3 4.6 ＊＊ 4.3 4.6 ＊＊ 4.5 4.5
表 6 衣服購入時の留意点の平均値
※ 数字は平均値，ｔ検定：＊ P＜0.05，＊＊ P＜0.01
と最も多かった。その中でも，「動きやすい」を
含む回答が32件と最も多く，次いで，「肌触りが
よい」28件，「サイズ」が26件，「気候への適合」
が22件，「自分に似合う」が19件であった。「その
他」の分類の中には「自分の好きな衣服」や「着
るだけで気分があがるもの」など，衣服により心
理的な面での快適さを求める回答も24件と多かっ
た。また， 3つの快適性の分類では 2つ以上の快
適性の要因を含む「いくつかの要因の組み合わ
せ」の回答は35件であった。
以上のことから，大学生は着心地のよい衣服と
は動きやすさやサイズの適合等の「物理的快適
性」が最も重要であると考えており，「感覚的快
適性」では肌触りのよさ，「心理的快適性」では
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※ 数字は％
図 2 衣服の着心地に対する認識
自分に合うもの，自分の好きなものが着心地がよ
いと考えていることが明らかとなった。また，着
心地の要因として 1つのみ挙げている者が多い
中， 3つの快適性のいくつかの要因を複合させた
回答も見られ，衣服の着心地を幅広く捉えている
者もいることが示唆された。
4 ）購入時に重視する項目と着心地に関する分析
について
これまでに見てきた，20項目の「衣服購入時に
重視する項目」と「着心地に対する認識」の平均
値を表 8に示す。それぞれの項目の平均値を比べ
ると14項目で有意な差が認められた。「物理的快
適性」はすべての値で「着心地に対する認識」の
方が高く， 6項目に有意な差が見られた。「社会
的・心理的快適性」では 3項目で差があり，差の
ある項目は全て「衣服購入時に重視する項目」の
方が高かった。さらに，「感覚的快適性」は 4項
目で有意な差があり，「肌触りがよい」，「重量感
はちょうどよい」，「滑りがよい」，「生地の厚さが
ちょうどよい」の 4項目は，「着心地に対する認
識」の方が高く，「色やデザインはよい」の 1項
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全体
(N=
270)
男女 住居形態 興味・関心の有無
男性
(n=120)
女性
(n=149)
一人
(n=102)
実家
(n=168)
有
(n=186)
無
(n=84)
物
理
的
快
適
性
季節の気候に適合している 4.7 4.7 4.8 4.8 4.7 ＊ 4.7 4.7
サイズが身体に適合している 4.7 4.7 4.8 4.8 4.7 4.7 4.7
形が身体に適合している 4.6 4.6 4.7 4.7 4.6 4.7 4.5 ＊
動きやすい 4.6 4.5 4.6 4.7 4.5 4.6 4.5
清潔感が保てる 4.3 4.2 4.4 ＊＊ 4.4 4.2 ＊ 4.4 4.1 ＊
洗濯しやすい 3.8 3.6 3.9 ＊ 3.9 3.8 3.9 3.6 ＊
保管がしやすい 3.6 3.4 3.7 ＊＊ 3.6 3.5 3.7 3.2 ＊＊
感
覚
的
快
適
性
肌触りがよい 4.5 4.4 4.6 4.6 4.5 4.5 4.5
見た目の質感がよい 3.9 3.8 4.0 4.1 3.8 4.0 3.7 ＊＊
重量感はちょうどよい 4.1 3.9 4.2 ＊ 4.1 4.0 4.1 3.9
滑りがよい 4.0 3.9 4.1 4.0 4.0 4.1 3.9
生地の厚さがちょうどよい 4.3 4.1 4.4 ＊ 4.4 4.2 4.3 4.1 ＊
色やデザインはよい 4.0 3.9 4.1 4.0 3.9 4.1 3.7 ＊＊
社
会
的
・
心
理
的
快
適
性
流行のものである 2.7 2.7 2.8 2.5 2.8 3.0 2.2 ＊＊
着用場面(TPO)にふさわしい 3.9 3.7 4.0 ＊＊ 4.0 3.8 4.0 3.6 ＊
ブランドもの 2.3 2.3 2.3 2.1 2.5 ＊＊ 2.5 1.9 ＊＊
価格が高い 2.7 2.7 2.7 2.6 2.8 2.9 2.4 ＊＊
人に好感をもたれる 3.5 3.4 3.6 3.5 3.5 3.7 3.2 ＊＊
個性を表現できる 3.3 3.3 3.3 3.1 3.4 3.5 2.9 ＊＊
自分に似合う 4.2 4.0 4.4 ＊＊ 4.3 4.1 4.3 3.9 ＊＊
表 7 衣服の着心地に対する認識の平均値（属性による比較）
※ 数字は平均値，ｔ検定：＊ P＜0.05，＊＊ P＜0.01
目のみ「衣服購入時に重視する項目」の方が高く
なった。
このことから，「衣服の着心地」としての認識
はあるが衣服を購入する時にはあまり考慮されて
いないという現状が明らかとなった。さらに，
「物理的快適性」と「社会的・心理的快適性」は
項目は同じ傾向を示したが，「感覚的快適性」の
項目は異なる傾向を示している。今後は，「感覚
的快適性」の項目に注目して分析する必要があ
る。
⑶考察
調査から，衣服への興味・関心がある人は約 7
割で，大学生の衣服への関心は高いことが明らか
となった。衣服を最もよく購入するところでは
ファストファッションやショッピングモールを合
わせると 7割以上となり，本調査における大学生
は，近くで安い衣服を購入する傾向がある。ま
た，衣服を購入する前に試着する者は約 7割であ
り，購入時には一度着用してから購入している者
が多い。一方で，購入する時に表示を見る者は少
なく， 7割以上が表示を見ていないという傾向
は，「季節と好む衣服の繊維」の内容でも同様の
結果が得られた。夏と冬のそれぞれの季節におい
て，衣服の素材について全くこだわっていないと
回答した者がいずれも約 6 割で，その理由に「繊
維についての知識がない」，「表示を見ないので知
らない」などが多く，表示を見ない，表示を見て
も内容を理解できていない者が多いことが明らか
となった。
洗剤で重視する項目では最も高いものが香りで
あり，人は良いにおいを嗅ぐと深呼吸が起こると
ともに気分がよくなる
5)
と言われるように良い臭
いは人を快適にする。本調査対象の大学生は洗剤
に対して，汚れ落ちなどの効果よりも，衣服を着
た時に感じる香りの効果を優先していると言え
る。近年，店頭での販売や広告などにおける洗剤
の販売は，香り付けの効果を謳った商品が多くあ
る。このことからも洗剤に汚れ落ちの効果だけで
なく，香り付けとしての効果も期待されているこ
とがわかる。これは，着用者本人に対する香りの
効果でもあり，他者への香りの効果を期待してい
るものでもあり，衣服の快適性を視覚以外の感覚
でも捉えていることが示唆された。
｢着心地に対する認識」の項目では「感覚的快
適性」の項目は 4以上のものが多く，肌触りなど
の触覚や重量感や厚みなども着心地として認識さ
れている。しかし，「衣服購入時に重視する項目」
においては同じ「感覚的快適性」の項目であって
も低いものが多く，購入時に「感覚的快適性」の
重要性が低いことは問題である。また，購入前に
衣服を試着する者が多いにも関わらず，実際に着
用して感じる衣服の厚さや重みや滑りやすさは購
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購入時に
重視する
項目
着心地に
対する認
識
物
理
的
快
適
性
季節の気候に適合している 4.4 4.7 ＊＊
サイズが身体に適合している 4.7 4.7
形が身体に適合している 4.4 4.6 ＊＊
動きやすい 4.1 4.6 ＊＊
清潔感が保てる 4.0 4.3 ＊＊
洗濯しやすい 3.3 3.8 ＊＊
保管がしやすい 3.1 3.6 ＊＊
感
覚
的
快
適
性
肌触りがよい 3.9 4.5 ＊＊
見た目の質感がよい 4.0 3.9
重量感はちょうどよい 3.4 4.1 ＊＊
滑りがよい 3.0 4.0 ＊＊
生地の厚さがちょうどよい 3.8 4.3 ＊＊
色やデザインはよい 4.7 4.0 ＊＊
社
会
的
・
心
理
的
快
適
性
流行のものである 3.1 2.7 ＊＊
着用場面(TPO)にふさわしい 3.9 3.9
ブランドもの 2.4 2.3
価格が高い 3.7 2.7 ＊＊
人に好感をもたれる 3.6 3.5
個性を表現できる 3.4 3.3
自分に似合う 4.5 4.2 ＊＊
表 8 購入時と着心地に対する認識の比較
(Ｎ=270)
※ 数字は平均値，ｔ検定：＊P＜0.05，＊＊P＜0.01
入の観点としては低い。人が取り入れる情報の
90％は視覚から入る
5)
と言われており，「衣服を購
入する時に重視する」項目でサイズが身体に適合
するか，色やデザインがよいか，自分に似合うか
を重視している者がそれぞれ 9割を超えているこ
とからも，大学生が衣服を選択する際には，先ず
自分をどう見せるかということが重要項目である
ことが明らかとなった。衣服の購入時に試着をす
る際，「感覚的快適性」における肌触りや衣服の
重さや滑りなどを確認するよりも，サイズが合っ
ているか，自分に似合うかなどを確かめるために
試着をしているものと考えられるが，この機会を
生かして肌触りや重量感などの「感覚的快適性」
に意識を向けることを知らせる必要があると考え
る。
3 ．まとめ
衣服の着心地については諸説あるが，本研究で
は，着心地を甲斐
2)
の「物理的快適性」「感覚的快
適性」「社会的・心理的快適性」の 3つの快適性
に分類し，それぞれの快適性における項目を表 1
の20項目に設定し，着心地の認識と衣生活との関
連を調査し，その現状を明らかにした。
調査結果から，大学生における衣服の着心地の
認識には偏りがあることが明らかとなった。ま
た，衣服購入時に重視する項目と着心地に対する
認識との関連においても差が大きく，衣服購入時
に着心地が総合的に考慮されていない傾向が見ら
れた。さらに，衣服購入時に重視する項目では，
「物理的快適性」の項目が最も高いことから，衣
服を購入する時に試着をする者は多いが，それは
着心地を確かめるためではなくサイズや動きやす
さなどの体への適合性を確かめるために行ってい
ると考えられる。
また，衣服の着心地に重要であると考える項目
では，「物理的快適性」が最も高く，次いで「感
覚的快適性」，その次に「社会的・心理的快適性」
の項目を重要であると考える傾向が見られた。ま
た，衣服購入時と着心地に対する認識を比較する
と，「物理的快適性」はいずれも重視されている
が，「感覚的快適性」は着心地としては高いが購
入時にはあまり考慮されていない。逆に，「社会
的・心理的快適性」は着心地にはあまり重要とさ
れていないが購入時には重視されている傾向が見
られた。また，それらを性別や住居形態などの属
性，生活に関する項目での比較を行った場合より
も，衣服への関心の有無による比較の方が「衣服
購入時に重視する項目」と「着心地に対する認
識」のどちらの観点にも大きな差が認められた。
これにより，衣服の着心地に対する認識には，衣
服への関心度による影響が強いことが明らかと
なった。
さらに，「購入時に重視する項目」と「着心地
に対する認識」の項目を比較すると，両者には20
項目中14項目の差があり，特に「感覚的快適性」
は着心地での評価は高いにも関わらず購入時は低
い認識評価であった。以上のことから，衣服の購
入時に重視する観点と着心地の認識にはズレが生
じており，大学生は衣服選択時には着心地を総合
的に捉えるのではなく偏った項目を優先している
ことが明らかとなった。
田村
6)
は着心地を，衣服の機能である保健的機
能と文化的機能に加え，肌触りや他人への優越感
を含むと述べており，本研究において設定した20
項目は着心地の良い衣服の条件と言える。大学生
の調査結果をこの20項目で評価した上で 3つの快
適性で分類してみると，大学生の認識には偏りが
生じており，着心地を総合的に捉えられていない
ことが明らかとなった。なぜこのような認識の偏
りが生じているのか，その要因について分析を行
い，どのような指導を行えば着心地を総合的に捉
えることができるのかを検討する必要がある。
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